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要   旨：   地中海式食事が低脂肪食事よりも、心臓血管系の発症および死亡を低下させる

かは確かでない。 
この研究の目的は、最初の心筋梗塞後に低脂肪と地中海式の食事をランダム対

照比較臨床試験で積極的に比較すること、および症例－対照解析で食事介入自体

を通常治療と比較することである。 
 
最初の心筋梗塞の生存者を低脂肪(n=50)または地中海式食事(n=51)にランダム
に割当てた。２種類の食事は飽和脂肪(≦7%kcal)およびコレステロール(≦200mg
／日)が低かった；地中海式食事は大きな n-3系脂肪摂取(＞0.75%kcal)で区別さ
れた。 
参加者は個人別の食事相談会を最初の月に２回と、３、６、12、18および 24
ヵ月に受け、６回のグループ会を合わせて受けた。 
合同した食事介入群(事例 n=101)を、年齢、性別、心筋梗塞の形と治療、およ
び糖尿病と高血圧の状態を合せた通常治療群(対照 n=101)と比較した。 

 
主要転帰（総および心臓血管系の死亡、心筋梗塞、心不全による入院、不安定

狭心症、または脳卒中）なしの生存者は低脂肪(50中 42)と地中海式(51中 43)の
食事群で 46ヵ月(中央値)の追跡期間で差がなかった(範囲 18から 72、ログランク
p=0.81)。 
食事介入を受けた患者で、主要転帰なし生存者は(101中 85)通常治療(101中61)
と比較して良く(ログランク p＜0.001)、調整前のオッズ比 0.33(95%信頼区間 0.18
～0.60、p<0.001)、調整後のオッズ比は 0.23(95%信頼区間 0.13～0.63、p=0.002)
であった。 

 
結論として、低脂肪または地中海式食事による積極的な介入は、心筋梗塞後の

生存および主要転帰なしの生存に対して同様に有意に有効である。 
 


